
　「復興支援もーもースクール」は、酪農家が乳牛を連れて小学校等を訪

問して「出前授業」を行うイベントで、2011年の東日本大震災以降、宮

城、岩手、福島において継続的に開催されています。乳牛や酪農家とのふ

れあいを通じて、被災した子どもたちの心の傷を癒すことを主な目的に

行われてきました。近年は、趣旨に賛同した農業高校なども活動に参加し

ています。

　生乳（牛乳・乳製品の原料）の販売組織である指定生乳生産者団体（指

定団体）を通じて、全国の酪農家自身が拠出金を出し合う仕組みのもと

で、教育関係者とも一丸となって活動し、酪農の重要性やその魅力をＰＲ

している、他の農産物の業界には見られない、独自の活動です。

「復興支援もーもー スクール」とは
育成牛に乗せてもらって楽しそうな子どもたち。

※冊子「感動通信」「ミルククラブ」は、（一社）中央酪農会議が発行しています。

自分で作ったバターに「いつものよりおいしい」「味が濃い！」と大喜び。牛に触れるのも乳搾りも初めての体験。

　今回「もーもースクール」が開催された岡田小学校は、東日本大震災

の際、震度6強の激しい揺れに襲われました。その日は集団下校の日に

当たり、児童は学校に残っていたため、そのまま学校で保護することがで

き、幸い全員無事だったのです。

　周辺の学校は、廃校になるほどの津波被害を受けましたが、岡田小学

校は、海岸にある南蒲生浄化センターが壁の役目を果たしてくれたこと

もあり、校庭に30cmほどの水が来ただけで済みました。ただ、流れてき

たヘドロによる悪臭のため校庭の土を入れ替え、また体育館が同年6月

まで避難所となりました。震災から5年が過ぎた現在、仮設住宅に住む児

童はなく、皆新しい住宅で暮らすことができています。

　「もーもースクール」自体は、震災以前から「食・

仕事・命の学び」を支援する「酪農教育ファーム」

の活動として全国で行われていたのですが、東日

本大震災以降、被災地支援を目的としても実施し

ています。震災直後は、酪農への理解を深めると

いうより、子どもたちの心に届く体験を心がけて

います。スタート時は表情が硬かった子どもたちが、牛や酪農家との

ふれあいのなかで少しずつ笑顔を取り戻したり、毎年継続して訪問し

た小学校では、徐々に復興し、子どもたちが元気になっていく様子も

見ることができて、それが嬉しかったですね。このような活動が継続

的にできるのも、指定団体を通じて、酪農家同士の連携があってこそ

だと思います。

2011.3.11　岡田小学校（宮城県仙台市）

指定団体のもと、力を合わせて活動しています!

指定生乳生産者団体（指定団体）制度の仕組み
“安全・安心な牛乳・乳製品が届くまで”

酪農家は、牛が暮らす環
境を守り、愛情をもって牛
を育て、健康を守り、生乳
を搾っています。

小沢牧場
小沢  正さん

● �全量無条件委託の原則の下、生乳需給調整の実効性を確保し、酪農家の価格交渉力を強化			 
※一定条件の下、酪農家が行なう創意工夫へも対応（部分委託による自家製造・直接販売）

● �酪農家の立地などを踏まえた、効率的な輸送ルート設定による生乳輸送コストの低減
● �日々変動する生乳の生産量や用途別の需要量に対し、生乳を廃棄せず売り切る機動的な需給調整力		
※�取引価格が生産コストを下回る乳製品向けの生乳価格を補うため、乳製品を安定的に供給する		
生産者に対し、加工原料乳生産者補給金を交付。⇒北海道（乳製品向け供給中心）、都府県（牛乳向け供
給中心）の役割を棲み分け

● �安全・安心のための酪農家段階での動物用医薬品等の使用に関する記帳・記録の推進や、定期的に使用実
態の調査や残留状況等の検査を実施。さらに、認証を受けた検査施設で生乳の一元的な検査も行う。

● �消費者等への酪農理解醸成活動

牛乳・乳製品の安定供給

製品の安全性の確保

製品の価格安定

酪農家の経営安定

■�生乳は、牛から搾ったそのままのお乳のことで、生き物である乳牛から、毎日生産されます。
■�生乳は栄養が豊富である反面、傷みやすく、貯蔵性がない液体ですので、搾乳してから					   
短時間のうちに、牛乳・乳製品に処理・加工することが求められます。

■生乳生産（供給）量は、天候、気温、牛の体調等に左右され、毎日、同じ量にはなりません。
■生乳需要量も、天候、気温、季節、消費者のニーズ等により、変動します。　

⇒�他の農畜産物に比べて、個々の酪農家は生乳取引で不利な立場（＝買い手市場）に					   
置かれやすいのです。

●MILK JAPAN
　www.milkjapan.net/

●体験学習活動　www.dairy.co.jp/edf/
　「酪農教育ファーム（もーもースクールなど）」

●新聞・雑誌等広報
　www.dairy.co.jp/media/

●ミルククラブ
　www.dairy.co.jp/milkclub/

指定団体の重要な役割
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乳業メーカーから受け取る用途別の生乳代金（乳代）をプールし、各酪農家の
生乳の出荷量や成分・乳質に応じて精算

★自家製造（3t／日以下）

一元集荷・乳代プール精算 多元販売（用途別販売）

共同販売 地理的条件等による農家
相互間の公平性を確保

★特色ある生乳の直接販売（乳業者の処理能力3t／日以下）

製品代金

飲用牛乳向 牛乳

発酵乳等向 ヨーグルト

生クリーム等向 生クリーム

チーズ向 チーズ

乳代（用途別）

脱脂粉乳・バター等向 脱脂粉乳・バター

加工原料乳
生産者補給金

販売委託

乳代＋補給金

販売委託

乳代＋補給金

販売委託
乳代＋補給金

酪農理解醸成活動
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指定生乳生産者団体主催「復興支援 もーもースクール in 岡田」

生きる力を子どもたちに!!
− 指定生乳生産者団体主催「復興支援 もーもースクールin岡田」 −

2016年12月発行



�教え、学び合い、
生徒たちが200％
輝く活動です

宮城県加美農業高等学校　山田  陽一先生
　生徒たちは、小学生に分かりやすく話すこと

で、自分の知識を咀嚼できて、“アウトプット”が

より深い“インプット”につながりますね。また、説

明でも牛の扱いでも、酪農家の皆さんが見守っ

て、サポートに入ってくれるのも有難いです。目

立たないところで片付けをするなど、陰で活動

を支える生徒たちが嬉しかった。普段の実習以

上に皆輝いていました。

�小学生との
ふれあいにたくさんの
気づきがあります

宮城県加美農業高等学校 3年　兵頭  なつみさん
　1年生の時に参加してすごく楽しかったので、

毎年参加しています。自分たちは日ごろ、牛を

「家畜」として見ていますが、子どもたちは「生

き物」として接しています。「かわいいね」と顔

を撫でてあげているのを見ました。牛に愛情を

与えるのはこの子たちのほうができているのか

もしれないと感じました。小学生とのふれあい

で、自分たちも気づくことがたくさんあります。

�教育ファームへの
夢を、再確認
できました

宮城県加美農業高等学校 3年　中島  海
か い

くん

　去年もこの活動に参加して、自分でも牧場や

学校で酪農教育ファーム活動をやりたいと思う

ようになりました。酪農家としてやっていくため

に大学進学を目指していて、悩んでいることも

あったのですが、今日、体験している小学生た

ちの笑顔を見て「これが本当に大切にしなきゃ

いけないものだ」と、酪農家への道を進みたい

という思いを再確認しました。

�酪農を理解し
酪農の仕事に
就いてほしい

東北生乳販売農業協同組合連合会（東北地域の指定団体）� 駒井  博史さん
　今日の体験に、幼い子どもながらも感じるも

のがあってほしいと思います。それがどこかに

残って大人になった時、酪農への理解を持って

ほしいし、酪農に関わる仕事に就く子が出てき

てほしいですね。そのような思いを伝えたい酪

農家の皆さんが、今日ここに来ているのだと思

います。こういった活動を続けていくのが大切

だと、今日、改めて認識しました。

�学校にいながら
子どもたちが
牛と触れ合える

仙台市立岡田小学校　佐藤  正文校長
　仙台市でも山沿いの西部には乳牛がいます

が、この地域では目にする機会がありません。初

めて見る牛に、子どもたちはとても喜んでいま

す。いつも飲んでいる牛乳は牛からの恵みで、そ

れで自分たちが育っていることを知ってほしいで

すね。通常このような体験はこちらから出かけな

ければできませんが、酪農家の皆さんに出向い

てもらい、学校でできるのが有難いですね。

�子どもたちや
若者たちとの
出会いが楽しい

蔵王酪農センター　笠原  新一さん
　この活動には「被災地の応援」という使命も

あるのですが、わたしたち酪農家自身も、子ども

たちの笑顔を見ると励まされます。この「もー

もースクール」に協力してくれた加美農業高校

の生徒たちも小学生に教えることを通じて、成

長してほしいと思っています。そんな子どもたち

や高校生たちとの出会いが楽しく、繰り返し参

加する酪農家が多いのです。

「復興支援もーもースクール in 岡田」2016.10.14

子どもたちからの鋭い質問に高校生が答えに詰まると、酪農家から助け舟が。子牛は急に駆け出すこともあるので、高校生がしっかり綱を持ち、酪農家がフォロー。

　「もーもースクール」の活動は、指定団体の役割の

一つである「酪農理解醸成活動」の一環です。

　現在、特に都市部の生活者は、第一次産業の生産

現場に触れる機会が少なく、生乳が経産牛（出産を

経験した牛）からしか生産されないことなども特に

意識されていないのではないかと思います。

　消費者に向けて、食と命のかかわりを伝え、酪農

家の思いを知っていただく機会を増やすため、（一社）中央酪農会議（全

国の指定団体などにより構成）では、体験学習活動「酪農教育ファーム」、

「牛乳が日本を元気にする」キャンペーン「MILK JAPAN」、酪農家と

消費者をつなぐフリーマガジン「ミルククラブ」の発行、新聞や雑誌等へ

の広報などを通じて、日本の酪農の意義や国産の牛乳・乳製品の重要性

　爽やかな晴天のもと、「ンモォ～、モォオ～」と鳴き声が響きます。約

50キロ離れた同じ宮城県内の加美農業高校から5頭の牛がやって来

ました。加美農業高校の生徒と先生、酪農家の皆さんも集まり、出前授業

「もーもースクール in 岡田」が始まりました。

　2年生31名、3年生30名の児童たちは、6班に分かれて、乳搾りや子

牛との散歩を体験。酪農展示コーナーでは、高校生や酪農家から牛や牛

をテーマに理解醸成活動を行なっています。

　そのなかで、中央酪農会議から認証を受けた酪農家（酪農教育ファー

ム ファシリテーター）が、主に教育現場と連携して行う体験学習活動「酪

農教育ファーム」は、将来の消費者、酪農への理解者、さらには酪農後継

者を育てる意味でも非常に重要です。

　知識や技術を一方的に教えるのではなく、「酪農」という素材を活用しな

がら子どもたちの感情に触れたり寄り添ったり、さらに「体験」することで、

「食やしごと、いのちの大切さ」を子どもたち自らが気づき、発見できます。

それには酪農家の働きかけが重要で、記憶に残る学びにできるのです。

　「もーもースクール」も、酪農教育ファーム ファシリテーターとして認証

を受けた酪農家が担っています。酪農家が指定団体を通じて連携するこ

とで、このような意義ある活動を継続的に実施できているのです。

乳についての説明を聞きます。休憩の時、酪農家から提供されたアイスク

リームに歓声を上げ、バター作り体験では、一心に容器を振るうちにクリー

ムがバターに変化する過程に驚き、その味にニッコリしていました。

　子どもたちはもちろん、高校生、彼らを見守るそれぞれの先生方、そし

て酪農家、参加した全員に笑顔があふれるイベントとなりました。

上：「牛って、これを食べて、お乳を出すんだぁ!」
左：�子牛の体を手でシャンプーする子どもたち。「あったかいね」「やわらかいね」と、初めて触れる牛の感触に、

さまざまなことを感じています。

スタッフは入念な事前打ち合わせをして開催に臨みます。 宮城県加美農業高等学校の生徒たち。これから実習のユニフォームに着替えて参加します。

「指定団体」を通じて連携できるから、このイベントができます

体験終了後、みんなで集合写真。参加した酪農家は、宮城県内各地や青森県、福島県、さらには遠く北海道、兵庫県からもこの日のために集まりました。

ABITANiA ジャージーファーム
安原  栄蔵さん
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